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2021年度 若⼿準会員・正会員交流講演会報告

2019年度より開催しております若⼿準会員・正会員交流講演会は、今年度で3回⽬を迎

えます。昨年度は、村井俊介先⽣(H20⼊局)に「⼆補退局後の報告」と題して、⼆補退局後

開業に⾄る経験と全顎的な治療のシステムの構築について、多⽥紗弥夏先⽣(H19⼊局)には

「シンガポール研究⽣活だより」と題して、シンガポール⼤学での研究と教育の体験を⽇本との制

度の違いを交えてお話いただき⼤変好評を得ました。

また、昨年度より若⼿研究者を⽀援するため創設いたしました優れた研究成果に授与する

「阪⼤義⻭⾼齢（⼆補）同⾨会⻑賞」には、福武元良先⽣（H27⼊局）が選出され、「⾼

齢者における最⼤咬合⼒と６年間のBMIの低下との関連-SONIC Studyより-」と題して研究

成果の報告をいただき、活発な池邉教室の研究の⼀端をご教⽰いただきました。

ZOOMﾐｰﾃｨﾝｸﾞの様⼦ 村井俊介先⽣ご講演

多⽥紗弥夏先⽣ご講演 福武元良先⽣受賞式

令和 4 年 6 月吉日 

義歯高齢（二補）同門会会員の皆様へ 

           同門会会長 吉田 実 

 

 

夏を迎え、世界中に災禍の続く中、会員の先⽣⽅はお変わりなくお過ごしでしょうか。平

素より会の活動にご協⼒いただき感謝しております。 

この拙⽂をしたためております 5 ⽉現在、新型コロナウイルスの感染者数では低下傾向が

みられ、新しい治療薬やワクチンも承認され、警戒を要するウィズコロナでの⽣活ながら、

トンネルの出⼝の光がわずかに⾒えた気がしています。しかし、世界中に影を落とすのは、

ウクライナへのロシアの侵攻により、戦禍による地獄絵図が報じられていることです。独裁

国家とは⺠主的で平和を望む価値観など共有され得ないこと、制裁や抑⽌⼒でしか戦争を終

結に導けそうにないことに無⼒さと憤りを感じて過ごしております。このニュースレターが

届く頃、停戦し平和と復興へ向かう道筋が⾒えくることを願うばかりです。 

さて、前年度のイベントも WEB での講演会開催となり、なかなか若⼿新⼊会員をお迎え

したのにもかかわらず、本会の⽬的であります会員相互の親交を深めることができず残念に

思っております。 

今年度も通常の総会の開催は困難と判断し、中⽌させていただくこととしました。 同封

の資料（会計報告、会務報告、監査報告、予算案）をご覧いただき、これを簡便な形での紙⾯

総会とさせていただき、承認を賜りたいと考えております。ご意⾒を頂けたら幸いです。 

特に、喜ばしい報告としましては、近年の教室の研究業績が継続的に⻭学研究科ではトッ

プクラスであるということ、また研究棟の改修⼯事により医局、研究室もリニューアルされ

た際、多くの同⾨会会員の先⽣⽅からの寄付が寄せられたことなどがあげられます。また議

案に上げさせていただきましたが、教室の先⽣⽅による研究、臨床、教育活動等を⽀援する

⽬的で、同⾨会からの寄付事業も計画しております。 

今年度のイベントとしては、令和 4 年 11 ⽉ 27 ⽇（⽇）に別紙の要領で、オンライン（Zoom）

による講演会を予定しております。奮ってご参加くださいますようお願いいたします。 

 末筆ながら、会員の先⽣⽅におかれましては、お元気でご活躍を続けられますよう、⼼よ

りお祈り申し上げます。       
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医局ニュース 
 
教室員の動向としては、4 ⽉より⽯井英美⾥先⽣、岡本理沙先⽣、⽊村綾花先⽣、武内聡⼦先⽣、平野

珠希先⽣、武藤祐太朗先⽣の 6 名が研修医として⼊局し、岡⽥佳恵先⽣、菱⽥英⾥先⽣が⼤学院に進学
しました。現在、常勤 32 名（うち⼤学院⽣ 10 名）体制で臨床、研究、教育に励んでおります。 

研究活動では、2022 年 3 ⽉に總⼭彰雄先⽣が⼤学院を修了しました。また、⼋⽥昂⼤先⽣が、2021 年
6 ⽉に⽇本補綴⻭科学会の奨励論⽂賞、2022 年 2 ⽉に⼤阪⼤学⻭学会⼸倉奨励賞を、伏⽥朱⾥先⽣
が、2021 年 10 ⽉に⽇本咀嚼学会学術⼤会優秀⼝演賞を、室⾕有紀先⽣が、8 ⽉に⼤阪⼤学⻭学会優
秀海外発表⼤学院⽣奨励賞を受賞しました。さらに、掲載された英語論⽂は 28 編、学会発表は 28 題（うち
海外発表 5 題）でした。 
 診療中には、昨年度から引き続きキャップ・⻑袖ガウン・フェイスシールドを着⽤し、エアロゾルが発⽣する処置
（⽀台⻭形成やスケーリングなど）の際には⼝腔外バキュームを使⽤するなど、可能な限りの感染対策を⾏って
おります。 
 また、⻭学研究科の改修⼯事が無事終了し、仮住まいの部屋から改装された研究室に戻ってまいりました。同
⾨会の先⽣⽅には、多⼤なるご⽀援を賜り、厚く御礼申し上げます。皆様からいただいたご寄附は、当科研究室
の備品の購⼊等に活⽤させていただきました。詳細は、改めて 11 ⽉の同⾨会総会にてご報告致します。 
 新たな研究室にて、協⼒し合いながら、研究、臨床、そして教育を頑張っています。今後ともご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。                       

 池邉⼀典 

 

集合写真 
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⾨会の先⽣⽅には、多⼤なるご⽀援を賜り、厚く御礼申し上げます。皆様からいただいたご寄附は、当科研究室
の備品の購⼊等に活⽤させていただきました。詳細は、改めて 11 ⽉の同⾨会総会にてご報告致します。 
 新たな研究室にて、協⼒し合いながら、研究、臨床、そして教育を頑張っています。今後ともご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。                       

 池邉⼀典 
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2022年度 若⼿準会員・正会員交流講演会
および2023年度予算総会（定時）のご案内

今年度も下記のように、2022年度若⼿準会員・正会員交流講演会を予定し
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録（阪⼤義⻭⾼齢（⼆補）同⾨会ホームページ toiawaseより）をお願いした
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開催方式：ZOOMﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
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講演内容：
１．退局後キャリアパス講演講師予定
⾼垣喬三先⽣（福井県在住、H21⼊局）
久留島悠⼦先⽣（ロンドン在住、H22⼊局）

２．同門会長賞受賞講演
受賞者未定
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